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ウェルネオシュガー㈱コーポレートガバナンス指針［参考９] 

 

 

【サステナビリティ基本方針】 

 

私たちウェルネオシュガーグループは、サステナビリティ経営の推進は、それ自体が企業の持続可能性

と経営品質の向上につながるものと考えています。 

当社グループは、「糖のチカラと可能性を切り拓き“Well-being”を実現する」というパーパスのもと、

５つのマテリアリティ（重要課題）を特定し、それぞれの KGI（Key Goal Indicator）を設定しました。

マテリアリティに真摯に取り組むことにより、「公正で透明性の高い経営」「事業を通じたステークホルダ

ーへの貢献」「お客様への満足と安心の提供」といった健全な企業姿勢を貫くことができると信じていま

す。 

2024 年 10 月の完全統合を契機に、新生ウェルネオシュガーグループとしての決意を新たに、マテリア

リティに基づく具体的な行動目標として「サステナブル・ビジョン２０３０」を策定します。サステナビ

リティ経営に対するグループのメンバーの理解と共感を育み、グループ一丸となってサステナビリティ活

動を推進することで、社会課題を解決しながら、社会的価値と経済的価値を両立する事業を展開し、企業

価値の向上を目指してまいります。 

 

マテリアリティ KGI 対応するSDGs 

食と健康の課題解決に 

よる生活品質の向上 

おいしさと健康の両立に役立つ製品・サービスの 

提供によって消費者の“Well-being”に貢献   

多様な人材が活躍できる

職場の実現 

職場環境の整備やエンゲージメント向上施策を 

通じて従業員の“Well-being”を実現   

安全で高品質な製品の 

安定供給 

安全で高品質な製品の安定供給によってお客様の 

“Well-being”を実現    

従業員やサプライチェー

ンの人権尊重 

ステークホルダーとの対話を通じてサプライチェーン

全体の“Well-being”を実現   

未来へつながる 

自然との共生 

気候変動対策・資源の有効利用を通じて自然環境の

“Well-being”に貢献 

  

 

 

【サステナビリティ推進体制】 

 

当社は、代表取締役を委員長、執行役員を主要メンバーとする委員で構成する「サステナビリティ推進

委員会」を設置し、解決すべき社会課題（ESG関連事項等）の解決に向けて、全社的に取り組む体制を構

築しています。なお、当委員会は経営会議の諮問機関として位置付けられており、サステナビリティ推進

にかかる取組状況を適宜、経営会議に報告するほか、重要事項について経営会議に答申します。当該重要

事項は、経営会議において審議・決定されますが、取締役会に上程すべき経営上の重要な事項については、

経営会議で審議・検討の上、取締役会に付議され、取締役会において審議・決定されます。 

 

サステナビリティ推進委員会に求められる役割は、当社の事業活動を通じて、持続可能な社会の実現お

よび企業価値の向上を図ることであり、当委員会は、サステナビリティ推進に関する全社方針、中長期目

標、重要施策等の審議・検討、および各分科会の活動状況、各種施策の進捗についてモニタリングを行い
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ます。また、当社は、当委員会と「コンプライアンス委員会」、「リスク管理委員会」を有機的に連動させ

ることでガバナンス体制を強化し、社会からの信頼に応えられるよう務めてまいります。 


